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専攻は異なりますが，同じ学び舎の大先輩として，柴田先生のお名前とご活躍は存じておりま
した。そして，２０００年３月末，初めてお会いできる機会に恵まれました。私は札幌の前任校か
ら移動する形で，亜細亜大学短期大学部に２０００年４月１日付で採用され，引越し片づけに追わ
れる中，新宿にある和食料理店で，柴田先生から余りある激励を受けた記憶は未だに鮮明であり
ます。あれから２０年，長くも短くも感じますが，柴田先生と親しく触れさせてもらった中で，
私が固く理解できた部分と言えば，剣道で鍛える柴田先生の内に，自分を律し，他人を敬い，戦
うときは正々堂々と戦う，こんな心・技・体を備えた筋ある人間味を感じ取れた点です。若輩の
視線ではありますが，ここに柴田先生のご退職を惜しむ気持ち，お祝いする気持ちを込めて，若
干の言葉を寄稿させていただきます。
短期大学部の「出会いの広場」は，いくつか理由あって，箱根の温泉ホテルで実施しておりま
した。多くの補助学生と数名の専任教員が細かく実施計画を立て，大きな期待と不安を抱える新
１年生を温かく迎え入れる学生指導上の恒例行事です。その際，私たちは必修の専門演習でお世
話になる非常勤の先生方にもご参加をお願いし，ほぼ全員の先生方がご快諾してくださる状況で
した。この異常に高い参加率の裏側には，柴田先生の厚い徳が見えると思います。現地では，専
任教員と非常勤の先生方が一堂に会し，短大部長であった柴田先生から直近の入試総括，現下の
教育課題，前年の就職実績などが報告され，決して相手を否定することなく，本当に開かれた意
見交換が実施されていたと思います。しかも，柴田先生の広い度量か人脈か，笑顔で「柴田さ
ん」とか「柴ちゃん」とか呼び合いながら，夜更けても非常勤の先生方を交えた教育談議や研究
談議は続いておりました。当時，私は入試委員であり議事録担当でもあったので，４月初旬の箱
根２泊３日はバタバタ，バテバテの日々だったと楽しく記憶しております。これに加えて，短大
部の女性の先生方，箱根で協力してくださる本学職員さんに対して，茶菓子やデザートを手配し
ておくなど，柴田先生の心配りは私の目を引く素晴らしい手本になったと思っています。
柴田先生が短大部長のとき，吉田律先生が教務主任で，私が入試委員，その後は吉田先生が短
大部長で，私が教務主任，その次は私が短大部長で，稲本唯史先生が教務主任となり，短大部の
幕引きへと歩んできたわけです。この流れを外から見れば，単なる順送り，出来レースの後継指
名のように映るかもしれません。しかし，その理解は短絡的であって，吉田先生が短大部長選挙
で選出された当日の夕食で，柴田先生は，衆目の中で後継候補をじっくり育てることは，候補者
にとって，短大部教授会にとって，短大生にとって，大学全体にとって，結果的には有意義なや
り方じゃないかなとおっしゃっておりました。当然のこと，お酒の席でしたが，吉田先生と私
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で，経験豊かな重みある説明だと受け取った次第です。ただ，ご体調が優れなかったり，お母様
の在宅介護があったり，教授会終了後の反省会に柴田先生が参加できる回数は減っていきまし
た。こんな中で，私が改めて気付かされた言葉があります。短大部長として新学科設置に奔走し
ていたころ，柴田先生から，最近は教授会運営が雑になってきている，丁寧な議論をやらない
と，上手く行くものも上手く行かないよと指摘され，竹刀で面打ちを食わされた気分になりまし
た。これは私にとっての痛恨の極みであり，もともと他人の意見を真正面に聞くタイプでありま
したが，今は尚更の気持ちで他人に議事に接したいと思っています。
柴田先生は，会計学，財務会計を主専攻とした研究者であり教育者であります。教授会が終わ
れば，どんな教え方をすれば理解してもらえるか。どんな工夫をすれば会計学に興味を持っても
らえるかなど，ご自分で思慮されるだけでなく，周りの先生方と本気で教育談議を交わしておら
れました。そんな中でも，私が長いこと感服してきた部分がありまして，短大部の「経営学紀
要」の編集委員会で，どう考えても柴田先生の領域とは異なる論文じゃないかと思えても，きち
んと査読しなくちゃいけない，よく知らない分野でも読み込みたい，こんな様子が窺える論文審
査をなさっていた点です。柴田先生は「経営学紀要」の最終号でも個人論文を発表されており，
研究者のイロハを身につけた紛れもない研究者であると尊敬しております。
まだまだ書きたい柴田語録，柴田節はあるわけですが，１９８６年４月に日本経済短期大学教授
として着任し，それ以降は短期大学部と亜細亜大学で教壇に立ち，現在は亜細亜大学経営学部教
授でおられる柴田先生のご退職にあたり，個人としても最後の短大部長としても，心から謝意を
表したいと存じます。併せて，私としては，いろいろな意味で大先輩である柴田先生に対して，
亜細亜大学短期大学部名誉教授を贈呈できましたこと，大きな安堵と誇りを感じている次第で
す。また，私の記憶では，多くの短大生の間で「柴タク」「柴田ランチ」などの言葉が飛び交っ
ていて，卒業生の中にも，柴田先生の人間味が受け継がれていると思います。散文で申し訳ない
気持ちで一杯ですが，最後に，柴田寛幸教授，ご家族様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上
げます。
（２０１８年１月吉日）
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